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関連プロジェクトに様々な形で係わり続けている。
「現代アメリカ家族農業経営論」（九州大学出版会）、「市場経済下ベトナムの農業と
農村」（筑波書房）などの著作がある。

　

市
場
経
済
化
に
向
け
た
改
革
開
始
か
ら
約
四
半
世
紀

経
過
し
た
い
ま
、
ベ
ト
ナ
ム
経
済
は
新
し
い
段
階
に

入
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

最
初
の
ド
イ
モ
イ
決
議
か
ら
数
年
間
続
い
た
構
造
転

換
へ
の
過
渡
期
を
経
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九
九
三
年

頃
か
ら
現
在
ま
で
、
年
率
七
、八
％
に
及
ぶ
経
済
成
長

が
続
い
て
き
た
。
そ
の
結
果
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
工
業
建

設
業
部
門
シ
ェ
ア
は
現
在
で
は
四
五
％
を
超
え
、
か
つ

て
五
〇
％
を
上
回
っ
て
い
た
農
業
部
門
シ
ェ
ア
は

二
〇
％
以
下
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
、
概
ね
初
期
工
業

化
段
階
に
到
達
し
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
い
ま
一
つ
の

大
き
な
変
化
は
最
近
の
急
激
な
国
際
化
の
進
展
で
あ

る
。
国
際
化
へ
の
変
化
は
九
〇
年
代
以
降
徐
々
に
進
行

し
て
き
た
が
、
特
に
最
近
五
、六
年
間
の
変
化
は
急
激

で
、
改
革
後
い
ち
早
く
メ
ン
バ
ー
国
と
な
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
、
今
で
は
完
全
な
自
由
貿
易
関
係
を
目
指
す
地

域
協
定
へ
と
変
化
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
W
T
O
へ
の

加
盟
、二
〇
〇
〇
年
に
は
米
国
と
の
相
互
貿
易
協
定（
Ｂ

Ｔ
Ａ
）の
締
結
、二
〇
〇
五
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国

間
の
F
T
Ａ
の
締
結
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
、
韓
国
、
イ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
々
と
の
F
T
Ａ
ま
た
は
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
締
結
が
近
く
実
現
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
農
村
と
の
関
係
で
捉
え
る
と
、経
済
の
工
業
化
・

国
際
化
は
一
般
論
と
し
て
農
村
労
働
力
の
吸
引
、
技
術

の
進
歩
、
国
内
外
の
農
産
物
市
場
の
拡
大
等
の
経
路
で

農
業
発
展
と
農
民
所
得
の
増
大
の
促
進
要
因
と
し
て
作

用
す
る
。
実
際
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
農
村
を
主
に
し

て
、
か
つ
て
非
常
に
高
い
比
率
に
達
し
て
い
た
貧
困
世

帯
の
割
合
が
、
九
〇
年
代
以
降
減
少
の
一
途
を
辿
り
、

さ
ら
に
最
近
で
は
コ
メ
の
他
、
コ
ー
ヒ
ー
、
天
然
ゴ
ム
、

コ
シ
ョ
ウ
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
茶
、
落
花
生
な
ど
の

農
産
品
の
輸
出
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
内
の

い
く
つ
か
の
品
目
で
ベ
ト
ナ
ム
は
い
ま
、
世
界
有
数
の

輸
出
国
と
な
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
問
題
点
や
課
題
も

伴
っ
て
い
る
。第
一
に
工
業
発
展
は
海
外
直
接
投
資（
Ｆ

Ｄ
Ｉ
）
に
強
く
依
存
し
な
が
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
ハ
ノ
イ

市
周
辺
の
南
北
二
大
都
市
圏
に
極
度
に
集
中
し
て
進
行

し
て
お
り
、
農
村
地
域
で
の
中
小
工
業
の
発
展
の
度
合

い
は
極
め
て
弱
い
。
勢
い
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
工
業
生

産
高
の
比
率
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
業
就
業
人
口

の
増
大
幅
は
小
さ
く
農
業
農
村
人
口
の
減
少
も
遅
々
と

し
て
し
か
進
行
し
て
い
な
い
。
輸
出
農
産
物
に
関
し
て

も
、
最
近
の
顕
著
な
増
加
傾
向
の
半
面
で
、
品
質
の
低

位
性
と
不
統
一
、
収
穫
後
の
調
整
・
選
別
・
加
工
・
包

装
等
の
技
術
発
展
の
遅
れ
等
の
理
由
か
ら
、
殆
ど
の
品

目
で
輸
出
単
価
が
低
く
、
国
際
競
争
力
の
低
さ
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
の
輸
入
自
由
化
に
伴
う

懸
念
材
料
と
し
て
、
特
に
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
、
そ
の

他
畜
産
加
工
品
、
飼
料
、
肥
料
農
薬
、
一
部
果
実
等
の

輸
入
額
が
急
増
し
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
自
由

化
・
国
際
化
は
途
上
国
で
は
「
も
ろ
刃
の
刃

や
い
ば

」
で
、
そ

れ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
・
農
村
に
今
後
、
功
罪
い
ず
れ

の
方
向
に
よ
り
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

地
域
別
や
品
目
毎
の
よ
り
詳
細
な
実
態
検
証
と
工
業

化
・
国
際
化
の
下
で
の
農
業
・
農
村
発
展
条
件
の
究
明

に
関
心
が
抱
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


